
死
か
ら
内
野
安
打
を
許
し
、
さ
ら
に

左
中
間
へ
の
２
塁
打
を
打
た
れ
追
加

点
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

５
回
以
降
は
、
何
と
か
１
点
を
取

り
返
そ
う
と
、
も
う
１
点
も
や
る
ま

い
と
ボ
ー
ル
に
食
ら
い
つ
き
全
員
が

攻
め
、
そ
し
て
守
っ
た
。
両
チ
ー
ム

と
も
一
進
一
退
の
攻
防
が
続
い
た
。

　

５
回
裏
に
は
、
天
草
の
打
者
が
右

中
間
を
抜
け
る
打
球
を
放
ち
絶
体
絶

命
の
ピ
ン
チ
。
右
翼
手
星
尚
輝
が
ボ

ー
ル
を
つ
か
む
こ
ろ
に
は
打
者
は
２

塁
を
蹴
り
3
塁
へ
、
誰
も
が
ラ
ン
ニ

ン
グ
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
確
信
し
た
。
そ

れ
で
も
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
と

信
じ
た
ボ
ー
ル
は
二
塁
手
平
井
清
順

へ
返
球
さ
れ
、
一
直
線
に
捕
手
丸
山

和
也
の
ミ
ッ
ト
へ
収
ま
っ
た
。
審
判

の
声
は
「
ア
ウ
ト
！
」。
気
持
ち
を

切
ら
さ
ず
、
自
慢
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
活
か
し
て
こ
れ
以
上
の
追
加
点
を

許
さ
な
か
っ
た
。

　

そ
し
て
、
１
点
ビ
ハ
イ
ン
ド
の
ま

ま
迎
え
た
最
終
回（
７
回
）、
白
石
工

の
選
手
た
ち
は
、「
こ
の
ま
ま
で
は

終
わ
れ
な
い
」
と
ベ
ン
チ
前
で
円
陣

を
組
み
気
合
を
入
れ
直
し
た
。

　

そ
の
思
い
に
応
え
る
よ
う
に
先
頭

打
者
の
丸
山
和
也
が
中
前
打
、
三
浦

真
希
斗
も
続
き
無
死
１
、２
塁
の
チ

ャ
ン
ス
を
生
み
出
し
た
。
１
死
と
な

り
迎
え
る
打
者
は
、
同
点
の
起
点

と
な
る
２
塁
打
を
放
っ
た
半
沢
卓

也
。
ワ
イ
ル
ド
ピ
ッ
チ
で
２
、３
塁

と
な
り
、
会
場
は
こ
の
日
一
番
の

緊
張
と
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

　

こ
こ
で
佐
藤
真
起
男
監
督
が
タ

イ
ム
。
打
者
と
走
者
を
集
め
、「
悔

い
の
な
い
よ
う
に
最
後
ま
で
振
り

抜
け
！
」
と
指
示
を
出
し
た
。
し

か
し
、
相
手
投
手
の
得
意
球
ラ
イ

ズ
ボ
ー
ル
に
三
振
。
続
く
打
者
も

三
振
に
倒
れ
、
白
石
工
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
部
の
夏
は
終
わ
っ
た
。

１_３回表、４番我妻光平が適時打を放ち１対１の同点に追いつく　２_
１回表、平井清順が盗塁を決めチャンスを演出　３_３回表、半沢卓也が
左翼へ２塁打を放ち反撃ののろしを上げる　４_半沢卓也が同点のホーム
を踏んだ　５_５回裏、あわやランニングホームランの打球を好連携でホ
ームタッチアウト　６_互いに声を掛け合いチームを盛り上げた　７_キャ
プテンとしてチームをまとめた我妻光平　８_選手の保護者たちも応援に
駆け付けた。家族の応援なくして全国大会出場は語れない　９_試合終了
とともに崩れ落ちる白石工ナイン　10_不動のエース三浦真希斗

●２回戦結果

チーム名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 計

白石工業 ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １

天　草 ０ １ ０ １ ０ ０ × ２

　

８
月
２
日
の
２
回
戦
か
ら
登
場
と

な
っ
た
白
石
工
。
初
戦
の
相
手
は
熊

本
県
代
表
の
古
豪
・
天
草
だ
。

　

先
攻
の
白
石
工
は
初
回
か
ら
チ
ャ

ン
ス
を
作
る
。
２
番
平
井
清
順
が
四

球
で
出
塁
。
即
座
に
盗
塁
を
決
め
、

得
点
圏
に
ラ
ン
ナ
ー
を
進
め
た
。
惜

し
く
も
得
点
に
は
結
び
付
か
な
か
っ

た
が
、
２
回
に
も
１
、２
塁
の
チ
ャ

ン
ス
を
作
り
、
得
点
を
期
待
さ
せ
る

立
ち
上
が
り
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
２
回
裏
、
堅
い
守
り
に
わ

ず
か
な
ほ
こ
ろ
び
が
生
ま
れ
、
そ
こ

を
天
草
に
つ
け
込
ま
れ
た
。１
死
１
、

２
塁
か
ら
パ
ス
ボ
ー
ル
で
ピ
ン
チ
を

広
げ
た
後
、
適
時
打
を
打
た
れ
先
制

点
を
許
す
苦
し
い
展
開
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
最
少
失
点
に
抑
え
、
迎

え
た
３
回
表
、
無
死
か
ら
１
番
半
沢

卓
也（
白
石
中
出
身
）が
左
翼
へ
の
２

塁
打
を
放
ち
チ
ャ
ン
ス
を
作
る
。
２

死
３
塁
と
な
っ
て
迎
え
る
は
４
番
キ

ャ
プ
テ
ン
我
妻
光
平
。
２
ス
ト
ラ
イ

ク
と
追
い
込
ま
れ
て
か
ら
の
５
球

目
、
見
事
適
時
打
を
放
ち
す
ぐ
さ
ま

同
点
に
追
い
つ
い
た
。

　

エ
ー
ス
三
浦
真
希
斗
は
３
回
ま
で

毎
回
ラ
ン
ナ
ー
を
背
負
う
も
の
の
、

要
所
を
押
さ
え
た
投
球
を
展
開
。
４

回
裏
も
簡
単
に
２
死
を
奪
い
、
３
人

で
し
と
め
る
こ
と
で
次
の
回
の
攻
撃

に
つ
な
げ
た
い
思
い
だ
っ
た
が
、
２

ピ
ン
チ
と
チ
ャ
ン
ス
の
連
続

勝
敗
の
鍵
は「
一
瞬
の
判
断
」

８．２全国大会初戦
古豪・熊本県立天草高等学校（熊本県代表）に１－２で惜敗

第46回全日本高等学校男子ソフトボール選手権大会　登録選手

ポジション 背番号 選手名 学年 ポジション 背番号 選手名 学年

投手 １ 三
み

浦
うら

真
ま き と

希斗 ３年 内野手 ２ 佐
さ

藤
とう

　航
こうだい

大 ３年

捕手 20 丸
まるやま

山　和
かず

也
や

３年 内野手 55 宍
しし

戸
ど

　恵
よしたか

貴 ３年

一塁手 10 我
あがつま

妻　光
こうへい

平 ３年 外野手 ３ 伊
い

藤
とう

　拓
たく

海
み

３年

二塁手 ４ 平
ひら

井
い

　清
せい

順
や

３年 外野手 11 梶
かじかわ

川　拓
たく

也
や

２年

三塁手 ５ 丹
たん

野
の

　　諒
りょう

３年 内野手 18 加
か

藤
とう

　諒
りょう

仁
じん

２年

遊撃手 ６ 安
あんさい

齋　智
ともひろ

大 ３年 内野手 ８ 目
め

黒
ぐろ

　竜
りゅう

人
と

２年

左翼手 77 佐
さ

藤
とう

　一
かず

洋
ひろ

３年 内野手 15 金
かね

子
こ

　　諄
じゅん

２年

中堅手 ９ 半
はんざわ

沢　卓
たく

也
や

３年 外野手 16 丸
まるやま

山　大
だい

地
ち

２年

右翼手 ７ 星
ほし

　　尚
なお

輝
き

３年 マネージャー 髙
たかはし

橋　　叶
かなえ

２年

監督 30 佐
さ

藤
とう

真
ま き お

起男 － － － － －

宮城県代表として、ソフトボールを通じて被災地に元気を届けたかった
「勝利」という夢は叶わなかったが、敗れてもなお、最高のチームワークを見せた
彼らははまさに「白石の誇り」、そして、「宮城の誇り」

　

試
合
後
、
選
手
た
ち
は
涙
が
止

ま
ら
な
か
っ
た
。

　

あ
と
一
歩
が
遠
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
試
合
に
は
敗
れ
た
が
、

選
手
た
ち
は
最
高
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
見
せ
て
く
れ
た
。
練
習
中
の

雰
囲
気
や
試
合
中
に
掛
け
合
う
声

は
、
３
年
生
か
ら
１
年
生
ま
で
が

一
体
と
な
っ
て
歩
ん
で
き
た
「
絆
」

そ
の
も
の
だ
っ
た
。

全
員
が
攻
め
、
守
っ
た
が

あ
と
一
歩
が
遠
か
っ
た
│

敗
れ
て
も
な
お
、
最
高
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
見
せ
た

１

５４３２

６ ７

10８ ９
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